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職務基礎研修 新任者【前期】課程
問田中継ポンプ場 No.2ポンプ井築造工事

職務基礎研修 新任者【前期】課程
新山口駅ターミナルパーク整備事業

職務基礎研修 新任者【前期】課程　研修生
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　戦後から高度経済成長期に集中的に整備された橋梁やトンネルは、供用から 50年が経過しようとしています。山口
県では「山口県橋梁長寿命化修繕計画」を策定し、計画的な補修工事を実施しています。また、平成 7年に発生した阪神
淡路大震災を契機として橋梁の耐震基準が大幅に見直され、これより古い基準で設計・建設された橋梁は、順次耐震補
強工事がなされています。こうした状況から、建設技術センターへの委託は橋梁補修や耐震補強に関するものが増加傾
向にあります。
　今回は建設技術センターで昨年度行った業務の中から、平生新橋の耐震補強についてご紹介します。

（資料提供：柳井土木建築事務所）

　現況の橋梁を調査した結果、地震に対する耐力が不足
していることが確認されました。経済性や施工性等、種々
の条件比較により、ポリマーセメントモルタルによる橋
脚巻立て工法が採用されました。
　これから出水期を迎えるため、秋頃から引き続き P2
橋脚の耐震補強に着手する予定です。
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設計図書作成業務（平生新橋）

　橋梁の銘板の配置には一定のルールがあります。
　山口県土木工事共通仕様書（平成 25 年）によれ
ば、以下のとおりとなります。
　もちろん、平生新橋でもこのルールどおりに設
置されています。

銘板の配置

終点
（上関側）

起点
（光側）

※山口県土木工事共通仕様書（平成25年）（P121参照）
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完成年月日
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着工前 橋脚巻立て P1橋脚完了

山口県



平生新橋

　建設技術センターでは、今年度から錦川総合開発事務所において工事管理業務を実施してまいります。錦川総合開発
事業の平瀬ダム本体工事の概要は次のとおりです。　（資料提供：錦川総合開発事務所）
　錦川の岩国市錦町広瀬地先で準備工事を進めていました、平瀬ダム本体工事について、平成 26年 3月に清水建設・
五洋建設・井森工業・ナルキ特定建設工事共同企業体と請負金額約 123 億円、工期約 75ヶ月間で工事請負契約を締
結しました。完成は平成 32年 6月の予定です。

　形式は重力式コンクリートダムで、高さ 73m、堤頂長 300m、堤体積約 34万㎥、
総貯水量 2,950 万㎥の規模で、23 番目の土木建築部管理ダムになります。県内ダ
ムの規模において、高さ５位、堤頂長２位、コンクリート堤体積４位、総貯水量４位
の錦川流域において５番目のダムになります。
　ダムの目的は、錦川の洪水調節及び既得用水の安定化・河川環境の保全、岩国市
錦町水道用水の供給、発電（県企業局）です。
　特に洪水調節の効果は、錦川のダム洪水調節容量が 5,390 万㎥と現在の約 2 倍
になり、平成 17 年台風 14 号規模の洪水に対しても、河川改修と合せて家屋への浸
水被害が概ね防止できます。

　平瀬ダム建設工事の特徴は、平成 17年台風 14 号で堆積した河床砂礫を浚渫し、堤体コンクリート骨材に利用する
ことです。これにより原石山が不要となり、コスト縮減と自然環境への影響を軽減しています。河床砂礫は残土処理場
に約 60万㎥ストックしています。その他、上流仮締切に台形ＣＳＧ（セメントで固めた砂礫）工法を採用することや県内
で２例目となるプレキャスト監査廊の採用など、施工の合理化・効率化が図られる予定です。
　当センターでは、地域に愛されるダム建設を目指して工事管理業務を実施します。また、工事現場研修会の開催や工
事状況等をセンター情報誌に報告して行く予定です。
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　今年度は新規採用職員が多かったこともあり、県 27名（土木建築部：24名、他部局：3名）、市町 32名の計 59名で
開催されました。かなりの大所帯でしたが、研修生の皆様のご協力により、無事に 4日間の研修を修了いたしました。
　3日目に開催した現場研修では、前日からの雨の影響が心配されましたが、何とか持ち直し好天に恵まれました。実際
の現場を見ることで、研修生の理解がより深まったものと思われます。ご説明頂きました各現場のご担当の皆様には、
この場を借りてお礼申し上げます。
　今回の研修で寄せられたアンケートのご意見を元に、今後の研修に生かしてまいります。
　この 4日間で身につけられたことを存分に発揮され、各所属でのご活躍を心からお祈りしております。

　建設技術センターでは、基礎的な内容や最新の話題を提供し、充実した研修となるよう努めています。自己研鑽はも
ちろん業務上の疑問などを確認する場としても、是非ご活用ください。
　今年度開催する研修の中から、先日開催しました新任者 [ 前期 ] 課程の様子と、工事検査実務課程の概要についてご
紹介します。

　総合評価入札方式において、受注者は工事成績評定点の差で応札できない場合もあり、工事成績評定点への考え方は
年々厳しくなっています。このため、発注者（個々の担当者）は、工事成績評定について一定水準の共通した考え方を持
つ必要があります。
　昨年度は、専門能力研修として県・市町の土木職で若手職員へ指導監督を行う職員を対象に、工事監督課程で工事成
績評定についての研修を実施しました。本年度は若手職員（県・市町の土木職で経験が 5年程度の職員等）を対象に、工
事成績評定に特化した工事検査実務課程を行う予定にしています。工事成績評定の考え方を習得するためにも積極的
なご参加をお願いします。
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技術研修業務（平成26年度は22課程の研修を予定）

二島新池地区農村地域防災減災事業（ため池整備事業）

一の坂川周辺地区都市再整備計画事業
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職務基礎研修　新任者[前期]課程（5／13～16）その1.

総合評価入札方式において、受注者は工事成績評定点の差で応札できない場合もあ
年々厳しくなっています。このため、発注者（個々の担当者）は、工事成績評定について

実務能力研修　工事検査実務課程（11／19）（予定）その2.

アンケートに寄せられたご意見アンケートに寄せられたご意見

・今後の業務に大変役に立つ内容ばかりだった。

・ついていくのが精一杯だったので、家に帰って資料を
読み返したい。

・演習時の講師のマンツーマンの説明は分かり易かった。

・机が狭くて演習の作業効率が悪かった。



　建設技術センターは、平成19年以降山口県が運用している「ひび割れ抑制システム」の取り組みを支援するため、
「ひび割れ抑制システム」の普及・啓発や、「コンクリート施工記録（コンクリート打設管理記録）」の整理・登録、分析、
公表等、様々な取り組みや支援を行っています。
　設計段階、発注段階、施工段階での「材料によるひび割れ抑制対策」の検討に関することや、e-learning システム
に関すること等の技術相談も受け付けていますので、お気軽にご
相談下さい。
　また、当センターのホームページでは、コンクリート施工記録
データ等の様々な情報を提供していますので活用してください。デ タ等の様々な情報を提供していますので活用してください。

　私は光市から山口県建設技術センター（以下センター）へ派遣
研修として、平成 24・25 年度の 2年間程勤務させていただき
ました。
　センターでの業務内容としましては、設計図書作成業務、調査
設計監理業務、マニュアル作成業務等に携わらせていただきま
した。
　市ではそれ程大きな事業に携わる機会が少ないため、いろい
ろとセンターで勉強させていただきながら、業務を進めていく
ことを考えておりました。しかしながら、予想以上に多種にわた
って大きな事業が多く、当然ながら全てに精密さと敏速さが要
求され、堅実な根拠資料とともに設計図書資料を納品すること
にとても苦労しましたが、周りの方々の様々なご指導やご支援のおかげで、どうにか 2年間を乗り越えることができま
した。この場をお借りして深くお礼を申し上げます。
　このようにセンターでは設計図書の作成だけでなく調査設計監理業務においても、コンサルタントや各種関係機関
との協議の進め方や接し方など、たいへん勉強となり、また、センター内での設計図書等のチェック体制や、疑問点など
についても皆で話し合ったり、認識を共有し合う雰囲気作り等々において、センターの組織としてのすばらしさを感じ
ながら仕事をしておりました。
　こうしてセンターでの仕事を通じて、知り合えた方々との出会いに感謝し、今後もこのご縁を大切にさせていただき
ながら、この 2年間で得られた経験を生かせるよう、これからも業務に励みたいと思います。
　最後になりますが、自分はこの 2年間の派遣研修で、自分という個の力はとても小さく、周りの方々のご指導や支え
のおかげで成り立っていることを改めて実感しました。ご指導及びご支援を下さったセンターの皆様、依頼を受けてお
仕事をさせていただいた県や市町の皆様、励ましてくれた光市の上司や仲間の皆様、そして 2年間支え続けてくれた家
族に心から感謝いたします。本当にありがとうございました。

主な支援内容

１．ひび割れ抑制対策に関する技術相談
２．コンクリート施工記録のデータ整理登録、分析、公表
３．施工管理のためのe-learningシステムの運用
４．コンクリート施工状況把握に関する現場研修支援
５．ひび割れ抑制システムの普及・啓発

平成26年3月更新
http://www.yama-ctc.or.jp/data/index.html
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【Eメールアドレス】 info@yama-ctc.or.jp
【ホームページアドレス】 http://www.yama-ctc.or.jp

〒 753‐0073　山口市春日町8‐3春日山庁舎
　　　　一般財団法人 山口県建設技術センター
　　　　　　　　　　　情報誌編集委員会  宛
［TEL］ 083‐920‐1233　 ［FAX］ 083‐920‐1288

「無知の知」という言葉があります。自分は「無知」であること
を知ることが重要である、と私は解しています。このたび、情報
誌作成や新任者【前期】課程の準備・講師をする中で、基本的な
ことを知らない自分に気付かされました。おそらく一度は見聞き
したことがあるのでしょうが、毎日が新たな発見です。基本的な
ことでも問い合わせてみたり、研修に参加頂いたりすることで、
お互いに改めて気付かされることがあると思います。是非建設技
術センターをご活用ください。きっと新たな発見があるはずです。

編 集
後 記

平生新橋

　（一財）山口県建設技術センターは、平成 7年 4月 1日に（財）山口県建設技術
センターとして設立されてから、20年目を迎えました。
　設立から 20 年目を迎えられたのも、山口県及び県下全市町のご協力あって
こそのものであります。
　当センターは建設技術者の資質の向上を図り、県及び市町が施行する建設事
業の円滑で効率的な執行を支援し、良質な社会資本の構築に寄与することを目
的としており、今後ともご意見ご要望にお応えしながら、皆様に有益な情報を提
供できるよう努めてまいります。
的 り、今後 意見 要望 応 、皆様 有益 情報 提
供できるよう努めてまいります。

新任職員紹介　～よろしくお願いします～

（一財）山口県建設技術センターは、平成 7年 4月 1日に（財）山口県建設技術
センターとして設立されてから、20年目を迎えました。
　設立から 20 年目を迎えられたのも、山口県及び県下全市町のご協力あって
こそのものであります。

(一財)山口県建設技術センターは20年目を迎えました

周南市からセンター技術課へ配属
となりました。今まで経験したこ
とのない大規模事業を学び、少し
でも多くの技術を習得したいと思
います。

技術部

福田 啓介 主任
これまでの経験を生かし、皆様の
業務が効率的に執行できるように
頑張っていきたいと考えています。
どうぞよろしくお願いします。

技術部

三浦 直樹 主任
センターとして培われる技術力を
いかんなく発揮し、皆様から相談
されやすい雰囲気作りを目指して
頑張りますので、よろしくお願い
いたします。

技術部

林　謙一 主任技師

皆様のお役に立てる建設技術セン
ターを目指して頑張ってまいりま
す。よろしくお願いします。

事務局長

河野 隆士
平瀬ダム建設工事及び関連工事の
工事管理業務を担当します。「地
域に愛される平瀬ダム」を目指し、
これまでのダム技術経験を活かし
て皆様のお役に立てるよう努めま
すのでよろしくお願いします。

工事管理部

岡村 孝宏 工事管理監
これまでの経験を活かし、皆様が
抱える事業が円滑に進められるよ
う努めるとともに、気軽に相談で
きるセンターを目指し、頑張って
いきます。よろしくお願いします。

技術部

福田 将之 技術課長

皆様のお役に立ち、かゆいところ
に手が届くような研修の開催に努
めてまいります。よろしくお願い
します。

業務部

小澤 武範 主任

ヨロシク
お願いします。

アンケートに寄せられたご意見



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




